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年間購読を希望される方は、84円切手
4枚をお送り下さい。
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地震・水害から命を守る
生き抜くための自助・共助
　大地震や風水害などの自然現象は、人間の力ではくい止めることはできませ
んが、災害による被害は、私たちの日ごろの備えによって減らすことができま
す。自分の身は自分で守る「自助」、地域や身近な人どうしが助け合う「共助」こそ
が、災害による被害を少なくするための大きな力になります。
　このDVDでは、災害に遭遇する家族の様子をドラマで描いており、「自助」・
「共助」の重要性、命を守る備えと行動を実感的にイメージすることができます。
　普段から、災害に関する知識をつけ、備えておきましょう。また、いざというと
きに一番頼りになる地域の人々とのつながりを作っておくことが大切です。

おすすめ♪ 福祉のDVD
見てみない？

●監修：公益財団法人 市民防災研究所 
　　　　理事 池上三喜子
●企画・製作：東映株式会社 教育映像部（24分・2019年作品）

地域福祉情報バンクへのお問合せ
エポックなかはら6階で
貸出しています

●東急リゾートサービス・石勝エクステリア共同事業体 
　川崎国際生田緑地ゴルフ場 様

川崎市社会福祉協議会の
地域福祉活動へのご寄付

（令和2年3月1日～8月31日）（順不同）

たくさんのご寄付を
ありがとうございます

へルパーの体験談や資格紹介など
「ヘルパーってなに?」の疑問に答えます!

川崎市社会福祉協議会
福祉基金へのご寄付 ●公益社団法人 川崎北法人会女性部会 様

人とのつながり・支え合いを大切にしたい。
新型コロナウイルス感染症に対する 

地域支援をおこなっています。

＃ Share Smile かわさき

2020年
10月号の記事

●【特集】with コロナ ～地域のためにできること～

●平成31年度事業報告・令和2年度事業計画

●赤い羽根共同募金がはじまります！　他

P2～5
　
P6

　P7
川崎市社会福祉協議会
キャラクター　ななふく

●お知らせ● 2020年夏号は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で秋号と合併させていただきました。

ホームヘルパーのお仕事講座受講
無料

日時

会場

申込・お問合せ

１１月１１日（水）14：00～16：00
川崎市総合福祉センター(エポックなかはら)

川崎市福祉人材バンク　TEL 739-8726

事前申込が必要。詳細は下記へお電話ください

他にも、防災と地域力に関する図書・DVDを取り揃えています
蔵書検索は「ふくみみ」から！
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ShareSmileかわさき

特設サイトで

発信中！

福祉施設・団体からの
メッセージなどを掲載
しています

集まったマスクを仕分けして福祉施設へお届け

～心のキョリは離れない 今できること～

＃Share Smile かわさき
わたしたち川崎市社会福祉協議会は、新型コロナウイルス感染症の
影響により生活にお困りの方や、感染リスクにさらされながらも懸命
に働く福祉関係者に対して、様々な支援をおこなっています。

　新型コロナウイルス感染症の影響で、収入減少や失業
など生活に困りごとを抱える人が急増しています。
　しかし、緊急事態宣言の発令や３密（密閉・密集・密
接）を避ける「新しい生活様式」の推奨により、これまで
の様な支え合いの活動を行うのが難しくなりました。
　それでも、地域で繋がり、支え合う関係性が築けるよ
う、多様で新しい支援の仕組みづくりを早急に進めなけ
ればなりません。その中で生まれたのが、この「＃Share 
Smile かわさき」の取組みです。

自分にも 何かできることはないか
誰かの力になれないか

　そんな温かい声と共に、市民の皆さまからたくさんのご
協力をいただいていることを、心よりお礼申し上げます。

つながり、つなげ、支え合う。
この支援の輪と笑顔が広がりますように。
 日々、地域を見つめるわたしたちの願いを込めた言葉
です。
取組にご賛同される方はぜひ「＃ShareSmileかわさ
き」とハッシュタグを付けて、 SNSでシェアしてください。
みんなで支援の輪を広げましょう。

寄付いただいた方には、オリジナル
ステッカーを配布しています

ツイッターはこちら
（@ShareSmile-kwsk）

市内の社会福祉法人と連携し、さまざまな福祉施設や企業、地域の方から食糧の
寄付を募っています。集まった食糧は相談機関を通じて、収入減少等で生活に困っ
ている方にお渡ししています。

ご家庭や事業所で使う予定のないマスクを回収し、市内の老人ホーム・障害者
支援施設・保育園など、今必要としている福祉施設へ届けました。
（9月末で取組終了）

とどけようかわさきマスク取組❷

食糧支援かわさき
（地域生活支援SOSかわさき事業）

取組❶

市内企業やフードバンクかながわをはじめ、個人の
皆様からもたくさんの食糧をご寄付いただきました

食糧保管拠点
として多くの
福祉施設が協
力しています

食糧を受け
取った方の声

困っている人に
届きますように

コロナ禍でできる
地域支援はないかと考えていた時に

この取組を知りました。
喜んで協力させてもらいます

本当に助かります！
たくさん食糧をいた
だけたので、何とか
しばらく生活するこ
とができそうです。

マスクを受け取った
福祉施設からたくさんの

メッセージが寄せられています。
保育園の子ども達からの

ありがとうも♪

集まった食糧 2,574品
配布した食数 約150世帯分
ありがとうございました！

（8月末日現在）

集まったマスク 11,781枚
届けた施設 113ヵ所
ありがとうございました！

（8月末日現在）

市内８ヵ所の社協の他、
一部郵便局にマスク回収ポストの設置協力をいただきました
多くの市民の皆様や団体様からのご提供に感謝いたします
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　社会福祉協議会では、低所得世帯、障害者世帯、高
齢者世帯などへ資金の貸付と必要な相談支援を行う
ことにより、その世帯の生活の安定と経済的自立を図
ることを目的に、生活福祉資金貸付事業を実施してい
ます。資金は目的別に、「福祉資金」「教育支援資金」
「不動産担保型生活資金」「総合支援資金」の４種類
があります。なお、貸付には条件があり、審査を経て決
定されます。

＊川崎区社会福祉協議会　　ＴＥＬ：246－5500
＊幸区社会福祉協議会　　　ＴＥＬ：556－5500
＊中原区社会福祉協議会　　ＴＥＬ：722－5500
＊高津区社会福祉協議会　　ＴＥＬ：812－5500
＊宮前区社会福祉協議会　　ＴＥＬ：856－5500
＊多摩区社会福祉協議会　　ＴＥＬ：935－5500
＊麻生区社会福祉協議会　　ＴＥＬ：952－5500

～お問い合わせはお住まいの区社会福祉協議会へ～

社会福祉法人 川崎市社会福祉協議会 平成31年度事業報告
令和2年度事業計画

令和2年3月・6月に開催された理事会・評議員会において、下記のとおり承認されましたのでご報告いたします。

平成31年度 事業報告・決算

令和2年度 事業計画・予算

6,996,497,000円 

6,996,497,000円 

　令和元年10月に市内を襲った台風19号への対応として
「災害ボランティアセンター」を設置。
　市内外から集まったボランティアの活動
支援を行ったほか、市内企業・団体、学校、
個人から多くの寄付や貸与を受け、被災地
復興に尽力しました。

災害に関する取組

　経営基盤の強
化と地域に根差
した活動の更な
る推進を図り、令
和元年7月に区社
会福祉協議会と
合併契約を締結。
令和2年4月1日
をもって法人合併
しました。

●福祉基金の活用により「住民主体による居場所づくりに  
向けた支援」の拡充を図りました。

●地域包括ケアシステム推進会議を開催し、
様々な地域課題についての協議を重ねま
した。会議後
には地ケアだ
よりを発行し、
情報発信に努
めました。

区社協との法人合併 地域包括ケアシステムのより一層の促進

PICK UP!!

❶合併を契機とした、社協らしい地域包括ケアシステムの推進
❷組織経営基盤の強化に向けた取組　　❹地域防災力の向上
❸第5期地域福祉活動推進計画の策定

以下4項目を重点事業として着実に遂行します。

PICK UP!!

支 出
（決算） 5,026,914,594円 人件費支出 （38.9%） 事業費支出 （57.8%）

事務費支出 （2.1%）

その他の支出 （1.1%）

収 入
（決算） 5,010,297,260円 

会費・寄付金収入 （0.1%）

貸付事業収入 0.1%

補助金収入 （49.5%） 受託金収入
（18.3%）

事業収入
（11.1%）

負担金収入 1.9%

介護保険・
障害福祉サービス等
（16.4%）

その他の収入 0.3%

積立資産取崩収入 2.2%

会費・寄付金収入 （0.9%）

補助金収入 （39.5%） 受託金収入
（17.2%）

貸付事業収入 （0.2%）

事業収入
（8.4%）

負担金収入 （0.7%）
介護保険・障害福祉サービス等 （12.3%）

その他の収入 （0.1%）
積立資産取崩収入

（2.9%）

その他の活動による収入
（17.8%）

人件費支出 （30.4%） 事業費支出 （51.4%）

事務費支出 （1.4%）

その他の支出
（16.8%）

各
詳
細
は

本
会
H
P
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

10月1日 から赤い羽根共同募金がはじまります！
今年も10月1日から、全国で赤い羽根共同募金運動が実施されます。
お寄せいただいた寄付金は、市内の様々な地域福祉活動や大規模災害時の災害ボランティア活動に
役立てられています。 今年も皆さまのあたたかいご支援をよろしくお願いいたします。
昨年、川崎市内の共同募金寄付金は総額152,551,976円でした。 心よりお礼申し上げます。

次のような活動に役立てられています。募金の使い道

●子どもたちの笑顔のために ●障害者を支援する活動に ●災害ボランティア活動に

保育まつり 福祉車両の提供 ボランティアの活動支援

川崎フロンターレのマスコット「ふろん太」デザインの
コラボピンバッチを制作しました。

川崎フロンターレ×赤い羽根共同募金 ピ
ン
バ
ッ
チ

赤い羽根データベース 「はねっと」
共同募金の使いみちは市町村ごとに
データベース化し、公開されています。

はねっと

収 入
（予算）

支 出
（予算）

取扱いについてはお問合せください。
≪お問合せ≫神奈川県共同募金会川崎市支会連合会
　　　　　 TEL：739-8716

今年のポスターは
車屋紳太郎選手（DF7）


